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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 6日 (2005.6.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 材 上 に 第 １ の 有 機 膜 を 形 成 す る 第 １ 有 機 膜 形 成 工 程 と 、 第 １ の 有 機 膜 上 に 第 ２ の 有 機 膜
を 成 膜 す る 第 ２ 有 機 膜 形 成 工 程 と 、 第 １ 有 機 膜 形 成 工 程 後 に 第 １ の 有 機 膜 を 熱 処 理 す る 第
１ 熱 処 理 工 程 又 は 第 ２ 有 機 膜 形 成 工 程 後 に 第 ２ の 有 機 膜 を 熱 処 理 す る 第 ２ 熱 処 理 工 程 の 少
な く と も 一 方 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 熱 処 理 工 程 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 の ガ ラ ス 転 移 点 以 上 で か つ 第 １
及 び 第 ２ の 有 機 膜 の 融 点 以 下 の 温 度 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機
絶 縁 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 及 び は 第 ２ の 熱 処 理 工 程 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 の ガ ラ ス 転 移 点 以 上 で か つ

の １ ／ ２ 以 下 の 温 度 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機
絶 縁 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 熱 処 理 工 程 が 、 大 気 中 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ 有 機 膜 形 成 工 程 及 び 第 ２ 有 機 膜 形 成 工 程 が 、 有 機 材 料 の 蒸 着 に よ っ て 有 機 膜 を 形
成 す る 工 程 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
少 な く と も 一 部 が 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ た イ ン ク 室 の 内 壁 面 の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ た
電 極 と 、 電 極 の 表 面 を 被 覆 す る 保 護 膜 と 、 を 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、

基
材 の キ ュ リ ー 点



　 前 記 保 護 膜 を 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法 に よ っ て 形 成 し た
こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 が ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
６ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 が ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ６ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 の う ち 、 何 れ か 一 方 が ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と し 、 残 る
他 方 が ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 １ の 有 機 膜 が ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と し 、 前 記 第 ２ の 有 機 膜 が ポ
リ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ
ド 。
【 請 求 項 １ １ 】

。
【 請 求 項 １ ２ 】

【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 極 ５ と イ ン ク と の 接 触 を 避 け る た め の 絶 縁 膜 に は 、 ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン （ パ リ レ ン ：
登 録 商 標 ） 膜 が 用 い ら れ る 。 ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン 膜 は 、 ジ パ ラ キ シ リ レ ン ダ イ マ を 原 材 料
と し て Ｃ （ 化 学 蒸 着 ） 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 ジ パ ラ キ シ リ レ ン ダ イ マ が 気 化
し 、 熱 分 解 し て 発 生 し た 安 定 な ジ ラ ジ カ ル パ ラ キ シ リ レ ン モ ノ マ が 、 基 材 に 吸 着 す る と 同
時 に 重 合 し て 高 分 子 量 の 薄 膜 を 形 成 す る 。 以 下 に 、 パ ラ キ シ リ レ ン の ２ 量 体 で あ る ジ パ ラ
キ シ リ レ ン ダ イ マ を 用 い る 場 合 を パ リ レ ン Ｎ と 称 し 、 モ ノ ク ロ ロ 置 換 体 を も つ ハ ラ キ シ リ
レ ン の ２ 量 体 で あ る ジ パ ラ キ シ リ レ ン ダ イ マ を 用 い る 場 合 を パ リ レ ン Ｃ と 称 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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基 材 上 に ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る 第 １ の 有 機 膜 を 形 成 す る 第 １ 有 機
膜 形 成 工 程 と 、 第 １ の 有 機 膜 上 に ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る 第 ２ の 有 機 膜 を 成 膜
す る 第 ２ 有 機 膜 形 成 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法

少 な く と も 一 部 が 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ た イ ン ク 室 の 内 壁 面 の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ た
電 極 と 、 電 極 の 表 面 を 被 覆 す る 保 護 膜 と 、 を 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お い て 、
　 前 記 保 護 膜 を 請 求 項 １ １ に 記 載 の 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法 に よ っ て 形 成 し た こ と を 特 徴 と
す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。

前 記 第 １ の 有 機 膜 が 、 表 面 を 親 水 化 処 理 が 施 さ れ た ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成
分 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は １ ２ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。

前 記 第 ２ の 有 機 膜 が 、 表 面 を 親 水 化 処 理 が 施 さ れ た ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は １ ２ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 。

Ｖ Ｄ



　 ま た 、 特 開 号 公 報 に は 、 構 造 式 の 異 な る パ リ レ ン 膜 を ２ 層 積 層 し
か つ 、 第 １ の パ リ レ ン 膜 成 膜 後 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 う こ と で 、 パ リ レ ン 膜 の 絶 縁 特 性 を 改
善 す る と い う 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 プ ラ ズ マ 処 理 を 行 う 真 空 設
備 が 必 要 に な る た め 、 製 造 コ ス ト が 増 加 す る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ３ ） 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 熱 処 理 工 程 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 の ガ ラ ス 転 移 点 以 上 で
か つ 点 の １ ／ ２ 以 下 の 温 度 で 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に お い て は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 対 し て 、 そ の ガ
ラ ス 転 移 点 以 上 で か つ 点 の ２ 分 の １ の 温 度 以 下 で 熱 処 理 が 実 施 さ れ る 。 し
た が っ て 、 基 材 に 磁 気 特 性 が 与 え ら れ て い る 場 合 に も 、 積 層 さ れ る ２ 層 の 有 機 膜 の う ち の
少 な く と も 一 方 が 、 基 材 に 与 え ら れ た 磁 気 特 性 を 消 滅 さ せ る こ と は な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 構 成 に お い て は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の イ ン ク 室 に お け る 電 極 の 保 護 膜 が 、 水 蒸
気 を 含 む 各 種 ガ ス の 透 過 防 止 力 に 優 れ た パ リ レ ン Ｃ を 主 成 分 と し て 電 極 に 接 触 す る 有 機 膜
と 、 耐 水 性 に 優 れ た パ リ レ ン Ｎ を 主 成 分 と し て イ ン ク に 接 触 す る 有 機 膜 と 、 の ２ 層 の 有 機
膜 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 耐 水 性 に 優 れ た 有 機 膜 に よ っ て 水 性 イ ン ク か ら 電 極
が 保 護 さ れ る と と も に 、 蒸 気 を 含 む 各 種 ガ ス の 透 過 防 止 力 に 優 れ た 有 機 膜 に よ っ て 気 化 イ
ン ク や 混 入 空 気 か ら 電 極 が 保 護 さ れ る 。
　

。
　

　

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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２ ０ ０ ０ － ７ １ ４ ５ １

基 材 の キ ュ リ ー

基 材 の キ ュ リ ー

（ １ １ ） 基 材 上 に ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る 第 １ の 有 機 膜 を 形 成 す
る 第 １ 有 機 膜 形 成 工 程 と 、 第 １ の 有 機 膜 上 に ポ リ パ ラ キ シ リ レ ン を 主 成 分 と す る 第 ２ の 有
機 膜 を 成 膜 す る 第 ２ 有 機 膜 形 成 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る

（ １ ２ ） 少 な く と も 一 部 が 圧 電 材 料 で 構 成 さ れ た イ ン ク 室 の 内 壁 面 の 少 な く と も 一 部 に
設 け ら れ た 電 極 と 、 電 極 の 表 面 を 被 覆 す る 保 護 膜 と 、 を 有 す る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に お
い て 、
　 前 記 保 護 膜 を 請 求 項 １ １ に 記 載 の 有 機 絶 縁 膜 の 製 造 方 法 に よ っ て 形 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 。

（ １ ３ ） 前 記 第 １ の 有 機 膜 が 、 表 面 を 親 水 化 処 理 が 施 さ れ た ポ リ モ ノ ク ロ ロ パ ラ キ シ リ
レ ン を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は １ ２ に 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド
。



【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ １ ） 前 記 第 ２ の 有 機 膜 の 表 面 が 、 親 水 化 処 理 を 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド １ ０ ０ に 第 １ の 有 機 膜 ２ ０ １ を 形 成 し た あ と 、 １ ０ ０ ℃ の オ ー ブ ン
に お い て ２ 時 間 の 熱 処 理 を 行 う 。 ベ ー ス 部 材 １ は 上 述 し た よ う に 分 極 処 理 を 行 っ た Ｐ Ｚ Ｔ
か ら な っ て い る が 、 こ の Ｐ Ｚ Ｔ の 分 極 が 消 滅 す る 温 度 、 所 謂 ネ ー ル 点 は ２ ５ ０ ℃ で あ り 、
通 常 は 摂 氏 温 度 で 点 の １ ／ ２ の 温 度 ま で の 加 熱 が 許 容 さ れ る た め 、 １ ０ ０ ℃ の 熱
処 理 で は イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド １ ０ ０ の 作 成 上 な ん ら 問 題 は な い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ の 結 果 か ら 、 イ ン ク 滴 の 安 定 し た 吐 出 に は 第 １ の パ リ レ ン 膜 に 対 す る 熱 処 理 が 不 可 欠
で あ る も の の 、 点 の １ ／ ２ の 温 度 （ １ ２ ５ ℃ ） を 超 え る 温 度 （ １ ５ ０ ℃ ） で の 熱
処 理 は 却 っ て Ｐ Ｚ Ｔ の 分 極 の 乱 れ に よ る 悪 影 響 に よ っ て イ ン ク 滴 の 安 定 し た 吐 出 状 態 を 維
持 で き な く な る こ と が 判 る 。 そ こ で 、 図 ６ に 示 し た 実 験 結 果 を も 考 慮 し て 、 こ の 実 施 形 態
に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド １ ０ ０ で は 、 ガ ラ ス 転 移 点 （ ８ ７ ～ ９ ７ ℃ ） 以 上 で
点 の １ ／ ２ （ １ ２ ５ ℃ ） 以 下 の 温 度 を 、 第 １ の パ リ レ ン 膜 に 対 す る 熱 処 理 の 適 正 温 度 範 囲
と す る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ６ 】
　 （ ３ ） 第 １ 及 び 第 ２ の 有 機 膜 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 対 し て 、 そ の ガ ラ ス 転 移 点 以 上
で か つ 点 の ２ 分 の １ の 温 度 以 下 で 熱 処 理 を 実 施 す る こ と に よ り 、 基 材 に 磁
気 特 性 が 与 え ら れ て い る 場 合 に も 積 層 さ れ る ２ 層 の 有 機 膜 の う ち の 少 な く と も 一 方 が 、 基
材 に 与 え ら れ た 磁 気 特 性 を 消 滅 さ せ る こ と が 無 く 、 基 材 の 使 用 に 支 障 を 来 す こ と が な い 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 （ １ １ ）

イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の イ ン ク 室 に お け る 電 極 の 保 護 膜 を 構 成 す る ２ 層 の 有 機
膜 の う ち 、 外 側 に 位 置 す る 第 ２ の 有 機 膜 の 表 面 に 親 水 性 を 与 え る こ と に よ り 、 水 性 イ ン ク
を 、 親 水 性 を 有 す る 有 機 膜 に 接 触 し て 円 滑 に イ ン ク 室 内 に 流 入 さ せ る こ と が で き る 。
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基 材 の キ ュ リ ー

イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の イ ン ク 室 に お け る 電 極 の 保 護 膜 を 、 親 水 性 を 与 え ら れ
た 第 １ の 有 機 膜 の 表 面 に 第 ２ の 有 機 膜 を 積 層 し た ２ 層 の 有 機 膜 に よ っ て 構 成 す る こ と に よ
り 、 第 １ の 有 機 膜 の 表 面 に 対 す る 第 ２ の 有 機 膜 の 密 着 性 を 向 上 さ せ 、 第 １ の 有 機 膜 か ら 第
２ の 有 機 膜 が 剥 離 し な い よ う に す る こ と が で き 、 電 極 と イ ン ク と の 絶 縁 性 を 確 実 に 維 持 で
き る 。
　 （ １ ２ ）
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